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1億３０１０万円

一　般　会　計：１０４億９７２０万円
特別・企業会計：　９５億１３６２万円

令和６年度 当初予算

1億３０１０万円 1億３０１０万円

　３月定例会は、３月５日㈫から３月１９日㈫までの１５日間にわたり開かれました。
　一般会計・特別会計・事業会計の当初予算９件、条例の制定・一部改正あわせて１５件、補正
予算７件、その他６件、合計３７件の議案について審議しました。
　すべて原案のとおり可決・承認・同意しました。

令和6年（２０２4年）３月定例会審議の要点令和6年（２０２4年）３月定例会審議の要点

議案内容と主な事業

上市町

つながる上市つながる上市つながる上市

●子育て支援の充実
高校生等の医療費無償化 ３２５万円

ヤングケアラー支援対策事業 ３４０万円

放課後児童対策事業 ８５４９万円

児童手当支給費  ２億４１４７万円

乳児おむつ購入助成事業 ３１７万円

プレ妊活健診事業 ２６万円

産後ケア事業 ２１９万円

産前産後ヘルパー派遣事業 ２８万円

小中学校給食費無償化事業 ７８２４万円

●生涯学習の振興
　　　　　（北アルプス文化センター）

京都橘高等学校吹奏楽部特別演奏会 

齋藤孝氏、杉村太蔵氏の文化講演会

N響団友オーケストラ

名曲歌酔いコンサート（由紀さおり＆木山裕策）

 １２２６万円

ささえあう上市ささえあう上市ささえあう上市

●行財政運営の推進
　DX戦略プロジェクト １８３３万円
　　電子回覧板
　　スマート公共施設
　　スマホ役場

●消防・防災体制の強化
　給水車購入事業 １１８１万円
・河川改良工事 ２０３０万円
　　中川・広野川・横越川（緊急自然災害
　　防止対策事業債）

　豪雨災害に伴う林道災害復旧工事
　（大辻山線） ４２５６万円
・道路改良事業（通学路対策）
 ６０００万円

にぎわう上市にぎわう上市にぎわう上市

●農業の振興
　経営発展支援事業費 ３５５１万円
　　次世代を担う経営体に農業機械や施
　　設の導入支援

　優良種芋購入助成金（里芋）
 ２８８万円

●商工業の振興
　大坪地域工業団地造成事業  
 ３億６４４６万円
　新法人設立プロジェクト委託
 ９２０万円

●移住・定住支援の強化
　若年・子育て世帯定住促進事業
　補助金 ２８００万円
　　住宅取得に対する補助金を大幅に
　　増額

　「０円空家バンク」空家解消特別
　推進事業 ４２０万円

●環境の保全
　公共施設への太陽光発電設備等の
　導入調査業務委託 １０６７万円

備えあれ
ば

　憂いな
しだね

本会議の模様を上市町公式YouTubeで公開中
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ワクチンの種類 生ワクチン 不活化ワクチン

発 症 予 防 効 果
50歳以上　51.3％
70歳以上　37.6％

50歳以上　97.2％
70歳以上　89.8％

帯状疱疹後神経痛の
減　　　少　　　率

67％ 88.8％

免疫持続効果期間 約５年 約10年

接 種 回 数 １回 ２か月間隔で２回

費　　　　　　　用 8,000円程度 22,000円程度×２回

町からの

費用助成

助成回数 １回 ２回

助成金額 ５，０００円/回 １０，０００円/回

※助成対象者は、町内に住所を有する接種時点において満50歳以上

テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

総
務
課　

　

防
災
無
線
が
聞
こ
え
に

く
い
こ
と
に
対
す
る
改
善

は
な
い
か
。

　

令
和
７
年
度
以
降
に
機

械
の
更
新
は
す
る
。
各
町

内
に
お
い
て
あ
る
ス
ピ
ー

カ
ー
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、

機
械
の
更
新
に
よ
り
、
従

来
よ
り
性
能
は
あ
が
る
。

　

町
内
会
で
電
子
回
覧
板

を
導
入
し
た
場
合
、
１
団

体
当
た
り
の
予
算
は
。　

　

導
入
費
用
、
サ
ポ
ー
ト

費
用
で
８
万
８
０
０
０
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

企
画
課　

　

公
共
施
設
の
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
は
、
い
つ
頃
の
予

定
か
。

　

公
民
館
９
つ
、
体
育
施

設
４
つ
、
小
中
学
校
の
体

育
館
７
つ
の
計
20
施
設
に

設
置
。
L
I
N
E
を
使

い
、
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
と
連
携
さ
せ
る
。
年

内
に
は
実
施
し
て
い
き
た

い
。

教
育
委
員
会

　

小
学
校
の
校
外
学
習
で

バ
ス
が
借
り
に
く
い
と
聞

い
た
。
町
の
バ
ス
の
保
有

台
数
は
。

　

町
保
有
の
バ
ス
は
、
４

台
。
学
校
行
事
の
他
、
地

域
の
方
の
活
動
、
町
民
学

園
、
小
学
校
の
水
泳
授
業

で
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

の
で
、
調
整
が
難
し
い
。

か
み
い
ち
総
合
病
院

　

令
和
６
年
度
の
医
師
の

体
制
は
。

　

眼
科
は
、
令
和
５
年
度

非
常
勤
医
師
で
対
応
し
て

い
た
が
、
令
和
６
年
度
は

常
勤
医
師
１
名
（
寄
附
講

座
）
を
配
置
予
定
。
そ
の

他
の
診
療
科
は
、
現
状
と

同
じ
。

建
設
課

　

下
水
道
の
森
尻
処
理
区

と
中
新
川
公
共
下
水
道
を

繋
ぐ
工
事
は
、
い
つ
頃
完

成
す
る
の
か
。

　

国
か
ら
交
付
金
を
貰
い

な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い

る
。
見
通
し
と
し
て
は
、

令
和
12
年
度
ま
で
に
接
続

を
完
了
し
た
い
。

福
祉
課

　

緊
急
通
報
装
置
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
障
害
者
の
方
が
対
象

で
、
ご
自
身
で
緊
急
ボ
タ

ン
を
押
す
と
契
約
業
者
に

繋
が
る
。
又
、
人
感
セ
ン

サ
ー
が
付
い
て
お
り
、
一

定
期
間
、
動
き
が
な
い
場

合
、
通
報
が
上
が
る
シ
ス

　

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

助
成
事
業
拡
充
に
つ
い
て

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
違
い
は
。

　

左
記
の
表
の
通
り
。

産
業
課

　
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
集

落
営
農
」
活
性
化
総
合
支

援
事
業
と
は
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等

の
導
入
に
よ
り
、
若
い
世

代
へ
の
農
業
の
継
承
や
農

業
体
制
の
確
立
を
支
援
す

る
も
の
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

委

員

会

報

委

員

会

報

告告

予
算
特
別
委
員
会
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「
ウ
エ
ル
カ
ミ
」
交
流
会

か
み
い
ち
総
合
病
院

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

患
者
の
空
床
確
保
に
つ
い

て
、
入
院
収
益
の
補
助
金

額
が
、
不
足
分
の
３
分
の

２
相
当
の
補
助
金
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
全
額
、
国

の
負
担
で
は
な
い
の
か
。

　

令
和
５
年
５
月
に
２
類

か
ら
５
類
へ
移
行
し
、
落

ち
着
い
て
き
た
事
と
、
国

財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
き
て

い
る
事
か
ら
、
空
床
１
床

当
た
り
に
対
す
る
単
価
が

減
少
し
て
き
て
い
る
。

町
民
課

　

し
尿
の
収
集
・
運
搬
及

び
処
分
に
要
す
る
手
数
料

に
つ
い
て
、
平
成
８
年
度

か
ら
値
上
げ
し
て
い
な
い

様
だ
が
、
今
回
の
値
上
げ

の
理
由
は
何
か
。

　

富
山
市
は
、
税
率
改
定

企
画
課

　

Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
移
住
・
交
流

＆
地
域
お
こ
し
フ
ェ
ア
２

０
２
４
の
状
況
は
。

　

全
国
各
地
の
自
治
体
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
参

加
し
、
富
山
県
か
ら
は
上

市
町
を
含
め
17
ブ
ー
ス
出

展
。

　

移
住
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
「
ウ
エ
ル
カ
ミ
」
の
交

流
会
が
実
施
し
た
、
プ
チ

防
災
講
座
は
、
県
防
災
士

協
会
に
依
頼
し
た
の
か
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
誌
の
編

集
に
た
ず
さ
わ
る
女
性
防

災
士
の
方
が
、
子
を
持
つ

親
の
目
線
で
実
施
。

　

恋
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
委
託
は
、
ど
の
よ
う

に
決
定
す
る
の
か
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選

定
。

　
財
務
課

　

起
債
限
度
額
が
補
正
前

後
で
大
き
く
増
減
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
決
め

る
の
か
。

　

基
本
的
に
予
算
よ
り
減

る
傾
向
で
あ
る
が
、
土
木

工
事
、
農
業
工
事
に
つ
い

て
は
、
国
が
年
度
末
に
追

加
補
正
す
る
た
め
、
増
え

る
こ
と
が
多
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局

　

義
務
教
育
学
校
整
備
基

本
計
画
の
策
定
及
び
Ｐ
Ｆ

Ｉ
等
導
入
可
能
性
調
査
業

務
委
託
の
内
容
は
。

　

義
務
教
育
学
校
整
備
の

基
本
計
画
の
策
定
は
、
ど

う
い
う
校
舎
を
建
て
、
経

費
は
い
く
ら
か
、
工
程
は

い
つ
頃
か
、
校
舎
の
跡
地

利
用
等
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可

能
性
調
査
、
事
業
を
引
き

受
け
て
く
れ
る
民
間
業
者

が
あ
る
か
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
等
を
行
う
。

　

近
隣
市
町
村
か
ら
情
報

収
集
を
す
る
の
か
。

　

県
内
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入

し
て
学
校
建
設
を
し
て
い

る
の
は
富
山
市
の
み
で
、

意
見
を
聞
き
参
考
に
し
て

い
る
。

　

業
者
の
選
定
方
法
は
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
手

数
料
を
値
上
げ
し
て
き
た

が
、
上
市
町
は
税
率
改
定

分
の
み
を
上
げ
て
き
た
も

の
で
、
今
回
、
実
態
に
即

し
て
、
手
数
料
分
に
つ
い

て
大
幅
な
値
上
げ
と
な
っ

た
。

産
業
課

　

馬
場
島
荘
の
利
用
状
況

は
。

　

コ
ロ
ナ
前
５
０
０
名
、

令
和
２
年
度
０
名
、

令
和
３
年
度
４
４
０
名
、

令
和
４
年
度
５
１
２
名
、

令
和
５
年
度
５
９
０
名
、

と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者

数
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て

き
て
い
る
。

建
設
課

　

水
道
料
金
等
検
討
委
員

会
の
答
申
で
は
15
％
の
値

上
げ
と
な
っ
て
い
た
が
、

10
％
の
値
上
げ
に
と
ど
め

る
の
は
、
物
価
高
騰
を
考

慮
し
て
の
事
か
。

　

残
り
の
５
％
の
値
上
げ

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
以
降
、
情
勢
を
見
て
検

討
す
る
。

　

水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
を
一
緒
に
徴
収
し
て

い
る
が
、
督
促
手
数
料
は

ど
ち
ら
で
徴
収
す
る
の
か
。

　

水
道
料
金
の
方
で
督
促

手
数
料
を
徴
収
し
た
場

合
、
下
水
道
で
は
徴
収
し

な
い
と
条
例
で
規
定
し
て

い
る
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

かみいち町議会広報
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碓 井 憲 夫 議員

耐震性貯水槽

地区名 容　量

西　　　種 ４０㎥

大　　　岩 ４０㎥×２基

東　　　種 ４０㎥

松　和　町 ４０㎥

片
地
の
池

議
員　

能
登
地
震
災
害
で

学
ば
さ
せ
ら
れ
る
の
は

「
水
」
で
あ
る
。

　

水
道
管
破
壊
・
電
源
が

止
ま
れ
ば
水
の
補
給
が
ま

ま
な
ら
ず
、
火
災
の
対
応

が
で
き
な
い
。
生
命
も
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

水
の
源
。
保
全
は
農
林

業
で
あ
る
が
、
農
林
業
が

困
難
を
抱
え
、
放
置
林
、

放
棄
田
が
増
加
し
、
用
水
、

た
め
池
も
後
退
し
て
い
る
。

　

椎
名
道
山
が
つ
く
っ
た

南
加
積
地
区
の
農
地
の
水

源
、
上
市
町
の
代
表
的
な

た
め
池
、
片
地
の
池
と
そ

こ
に
続
く
水
路
も
管
理
が

さ
れ
な
く
な
り
久
し
い
。

町
長　

上
市
川
や
規
模
の

大
き
な
用
水
路
、
ま
た
防

火
水
槽
等
の
水
を
利
用
し

た
消
火
活
動
を
想
定
し
て

外
の
水
利
を
利
用
し
た
実

践
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と

で
、
震
災
時
の
火
災
の
対

応
に
つ
い
て
万
全
の
体
制

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
平
成
28
年

度
と
令
和
４
年
度
に
上
市

川
河
川
敷
に
お
い
て
消
防

署
と
消
防
団
合
同
で
遠
距

離
中
継
の
送
水
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
定

期
的
に
同
様
の
訓
練
を
行

い
、
震
災
時
の
大
規
模
火

災
や
密
集
し
た
地
域
で
の

火
災
に
備
え
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

上
市
町
に
は
公
設
の
防

火
水
槽
が
28
基
あ
る
が
、

大
き
な
地
震
も
多
い
こ
と

か
ら
、
新
し
い
も
の
５
基

に
つ
い
て
は
耐
震
性
貯
水

槽
と
な
っ
て
い
る
。

　

貯
水
槽
の
容
量
は
、
40

立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

こ
の
容
量
に
つ
い
て
は
、

消
防
水
利
の
基
準
に
よ
り

１
分
間
当
た
り
１
立
方
メ

ー
ト
ル
の
放
水
を
40
分
間

継
続
す
る
よ
う
な
消
火
活

動
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
消
火
栓

を
は
じ
め
と
し
た
消
防
水

利
の
点
検
を
定
期
的
に
行

う
と
と
も
に
、
消
火
栓
以

密
集
市
街
地
に
お
け

る
耐
震
防
火
水
槽
の

拡
大
を

一般質問

震災時の耐震防火水槽を

かみいち町議会広報
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葊 田 泰 三 議員

7

令和６年能登半島地震により亀裂が入った林道黒川線

大学生の体験実習 大学生の企画提案発表会 大学生の体験実習

避 難 所 運 営 訓 練 の 様 子

議
員　

今
回
の
地
震
を
は

じ
め
、
気
候
変
動
に
よ
る

集
中
豪
雨
、
台
風
、
豪
雪

等
、
今
後
の
防
災
、
災
害

対
応
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

総
務
課
長　

こ
の
度
の
地

震
で
は
、
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
で
町
外
か

ら
も
多
く
の
方
が
避
難
し

て
こ
ら
れ
た
。

　

県
が
予
定
し
て
い
る
災

害
対
応
検
証
事
業
の
結
果

や
県
内
他
市
町
村
の
取
組

を
参
考
に
広
域
避
難
の
あ

り
方
に
つ
い
て
よ
り
良
い

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

奥
能
登
や
県
内
の
被
害

の
大
き
な
地
域
で
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
損
害
が
甚
大

で
復
旧
に
時
間
を
要
し
て

い
る
。
町
で
は
簡
易
ト
イ

レ
セ
ッ
ト
の
購
入
、
給
水

車
導
入
の
予
算
計
上
を
し

て
い
る
。

　

本
年
１
月
に
は
避
難
所

運
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

備
蓄
品
等
の
物
資
の
整

備
と
町
民
へ
の
周
知
、
自

主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を

図
り
防
災
力
の
向
上
に
努

め
る
。

議
員　

大
学
生
の
企
画
提

案
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

具
現
化
し
て
い
く
の
か
。

企
画
課
長　

ま
ち
づ
く
り

や
地
域
課
題
に
取
組
む
町

内
の
事
業
者
や
団
体
の
活

動
を
体
験
し
、
学
生
の
柔

軟
な
発
想
や
行
動
か
ら
提

案
を
受
け
て
い
る
。

　

上
市
の
フ
ァ
ン
・
関
係

人
口
拡
大
を
図
る
こ
と
に

取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
「
ウ
ェ
ブ
で
の
広
告
」は

実
際
に
移
住
し
て
き
た
人

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
動
画

配
信
す
る
こ
と
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
情
報
発
信
を

強
化
し
て
い
く
。

　

地
域
産
業
の
振
興
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
大
学
と

の
連
携
や
大
学
生
と
の
交

流
を
積
極
的
に
実
施
す

る
。

令和６年能登半島地震と防災
大学生のインターンシップ事業

一般質問

大
学
生
の
町
の
施
策

に
対
す
る
企
画
提
案

発
表
に
つ
い
て

令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
を
経
て
今
後
の

防
災
に
つ
い
て

かみいち町議会広報



當 波 紀 子 議員

議
員　

町
内
会
公
民
館
の

耐
震
補
強
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

町
内
会
が
管
理
す
る
公

民
館
は
、
そ
の
建
物
の
所

有
が
町
で
は
な
く
、
か
つ

指
定
避
難
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
町
内
会
公
民
館
の
耐

震
性
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

町
で
は
、
町
内
会
公
民

館
に
対
す
る
公
民
館
分
館

整
備
事
業
費
補
助
金
を
設

け
て
い
る
。

・
耐
震
診
断
に
係
る
費
用

　

の
２
分
の
１
、
上
限
10

　
万
円

・
耐
震
診
断
で
総
合
評
定

　

が
０
・
７
未
満
と
評
価

　

さ
れ
た
木
造
の
公
民
館

　

に
つ
い
て
、
改
修
費
用

　

の
２
分
の
１
、
上
限
50

　
万
円

て
い
る
人
へ
の
橋
渡
し
を

行
う
活
動
を
今
後
も
継
続

し
て
い
く
。

議
員　

そ
の
活
動
に
「
０

円
農
地
レ
ン
タ
ル
」
と
名

付
け
、「
０
円
空
家
」
と
セ

ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う

か
。

　

ほ
か
に
、
外
国
人
技
能

実
習
生
と
の
交
流
に
つ
い

て
質
問
し
答
弁
を
得
た
。

　

さ
ら
に
補
助
額
等
を
増

や
せ
な
い
か
と
の
ご
指
摘

だ
が
、
今
回
の
地
震
発
生

を
踏
ま
え
た
他
市
町
村
の

状
況
を
調
べ
た
う
え
で
、

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

町
内
会
公
民
館
に

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
は
で

き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

地
区
公
民
館
９
館
に
介

護
予
防
教
室
や
三
世
代
交

流
事
業
の
開
催
、
施
錠
の

電
子
化
を
目
的
と
し
た
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す

る
。

　

し
か
し
、
町
内
会
公
民

館
に
つ
い
て
は
、
箇
所
数

が
多
く
設
置
費
用
が
嵩
む

こ
と
に
加
え
利
用
頻
度
を

考
慮
す
る
と
費
用
対
効
果

も
課
題
と
な
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員　

農
地
を
０
円
で
も

貸
し
た
い
人
と
、
農
業
を

や
り
た
く
て
土
地
を
求
め

て
い
る
人
を
結
ん
で
、
農

地
の
整
備
と
町
の
活
性
化

を
図
る
と
い
う
事
業
が
で

き
な
い
か
。

産
業
課
長　

令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
下
限
面
積
要

件
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

ど
な
た
で
も
農
地
を
所
有

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
農
地
を
所
有
せ

ず
耕
作
な
ど
を
行
い
た
い

際
に
は
、
農
地
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
０
円

で
の
賃
借
料
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　

町
で
も
農
業
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
な
い
休

耕
地
が
あ
る
。
農
地
を
手

放
し
た
い
、
新
た
な
耕
作

者
を
探
し
て
ほ
し
い
な

ど
、
農
地
所
有
者
か
ら
町

へ
相
談
が
あ
っ
た
際
に

は
、
農
地
バ
ン
ク
を
紹
介

す
る
な
ど
、
農
業
委
員
や

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
仲
介
し
て
、
農
業
を

や
り
た
く
て
土
地
を
求
め

町内会公民館の耐震補強ほか
休耕地の０円レンタル

一般質問

休
耕
地
、
耕
作
放
棄

地
の
対
策

能
登
半
島
地
震
の
経

験
か
ら
町
内
の
避
難

場
所
の
強
化

かみいち町議会広報
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椎 名 寛 子 議員

9

出
前
講
座
の
様
子

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
様
子

議
員　

東
洋
大
学
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
始

め
た
経
緯
は
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
町
民
の
方

へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

企
画
課
長　

事
業
を
始
め

た
経
緯
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
所
隊
員
と
東
洋

大
学
の
教
授
と
の
間
に
交

友
関
係
が
あ
り
、
所
隊
員

を
通
し
て
東
洋
大
学
留
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
入
れ
が
で
き
な
い
か

以
上
の
教
育
を
修
め
、
認

定
審
査
に
合
格
し
取
得
で

き
る
。
今
後
は
、
在
宅
や

施
設
な
ど
で
褥
瘡
、
床
ず

れ
の
管
理
を
追
加
し
、
実

践
能
力
の
高
い
ア
ド
バ
ン

ス
助
産
師
を
活
用
し
、
子

育
て
中
に
限
ら
ず
更
年
期

も
含
め
た
女
性
の
一
生
を

支
え
る
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル

ス
等
の
新
し
い
講
座
の
開

設
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

だ
利
用
が
な
い
地
区
に
対

し
て
は
、
例
え
ば
各
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
集

ま
り
等
に
出
向
い
て
講
座

の
内
容
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

と
打
診
が
あ
っ
た
。
町
と

し
て
も
こ
の
機
会
を
活
用

し
、
町
の
課
題
解
決
へ
の

提
案
を
受
け
た
り
、
町
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
思
い

が
あ
り
、
実
施
に
至
っ

た
。
昨
年
夏
の
１
回
目
で

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
の
農
作
業
体
験
や
中
山

間
地
域
で
の
活
性
化
の
取

組
み
等
に
参
加
。
本
年
２

月
の
２
回
目
で
は
、
町
の

子
育
て
施
策
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
を
テ
ー
マ

に
、
離
乳
食
教
室
な
ど
の

福
祉
課
事
業
の
体
験
や
情

報
発
信
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
学
生
の
宿
泊
先
に

町
内
有
志
宅
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
組
み
込
ん
だ
。

学
生
た
ち
は
か
け
が
え
の

な
い
心
温
ま
る
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
様

子
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

引
き
受
け
た
方
々
か
ら
も

貴
重
な
体
験
が
で
き
た

等
、
大
変
評
価
す
る
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
次
回
か

ら
は
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
広
く
公
募

し
た
い
。

 

議
員　

ど
う
い
う
経
緯

で
出
前
講
座
は
始
ま
っ
た

の
か
。
利
用
し
て
い
る
団

体
や
ニ
ー
ズ
の
多
い
講
座

は
。

認
定
看
護
師
と
は
。
今
後

の
出
前
講
座
の
展
開
は
。

病
院
事
務
局
長　

出
前
講

座
は
、
か
み
い
ち
総
合
病

院
が
地
域
の
身
近
な
医
療

機
関
と
し
て
認
識
し
て
ほ

し
く
始
め
た
も
の
で
、
講

座
開
催
時
に
困
り
事
を
お

聞
き
す
る
こ
と
で
病
院
内

の
業
務
に
も
役
立
っ
て
い

る
。
利
用
団
体
は
、
大
部

分
が
町
内
会
で
、
老
人
会

や
女
性
団
体
な
ど
合
わ
せ

て
今
年
度
は
２
月
末
で
延

べ
38
団
体
、
６
２
３
人
。

中
に
は
、
看
護
師
か
ら
直

接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

良
か
っ
た
と
何
度
も
利
用

す
る
町
内
会
も
あ
る
。
ま

た
、希
望
さ
れ
る
講
座
は
、

認
知
症
の
看
護
や
食
事
の

際
の
誤
嚥
予
防
と
い
っ
た

摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
、

脳
卒
中
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
対
す

る
も
の
が
多
く
、
地
域
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

講
師
は
、
認
定
看
護
師

11
名
が
、
７
つ
の
専
門
分

野
を
担
当
。
こ
の
資
格

は
、
看
護
師
を
５
年
以
上

の
実
践
経
験
を
有
す
る
者

が
、
約
１
年
間
、
専
門
の

教
育
機
関
で
６
０
０
時
間

東洋大学のインターンシップ
かみいち総合病院の出前講座

一般質問

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
募
集

健
康
寿
命
に
出
前
講
座

かみいち町議会広報



葊 田 　 透 議員

大
岩
山
日
石
寺

西
中
町
商
店
街

 

議
員　

発
足
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
内
容
と
、

①
空
き
店
舗
の
マ
ッ
チ
ン

　

グ
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

　

品
発
掘
。

の
結
び
つ
き
は
ど
う
か
。

産
業
課
長

　

K
A
M
I
I
C
H
I
チ

ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
フ
ァ
ン
づ
く
り
」
「
人

づ
く
り
」
の
三
本
の
柱
に

よ
り
な
り
た
っ
て
い
る
。

空
き
店
舗
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
事

業
に
お
い
て
取
り
組
め
る

と
考
え
る
。

　

新
年
度
に
は
、
上
市
町

商
工
会
や
西
中
町
商
店
街

振
興
協
同
組
合
の
協
力
の

も
と
、
西
中
町
商
店
街
の

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
現

状
把
握
や
所
有
者
へ
の
意

議
員　

現
在
商
工
会
で
は

大
岩
と
ま
ち
な
か
の
２
か

所
で
交
通
量
と
ナ
ン
バ
ー

か
ら
来
訪
地
を
調
査
し
て

い
る
。
こ
れ
は
将
来
の
観

光
客
誘
導
の
基
礎
デ
ー
タ

と
な
る
が
、
同
時
に
町
で

も
他
の
観
光
地
で
の
調
査

を
行
い
、
よ
り
緻
密
な
デ

ー
タ
を
取
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
町
で
は
今
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
観
光
振
興
を

行
っ
て
き
た
か
。

産
業
課
長　

観
光
客
の
回

遊
に
関
す
る
町
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

毎
年
恒
例
の
「
フ
ォ
ト
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
上
市
ま
ち
の

わ
」
に
お
い
て
、
大
岩
や

立
山
寺
と
い
っ
た
観
光
地

だ
け
で
は
な
く
、
市
街
地

を
中
心
に
徒
歩
で
回
遊
可

能
な
名
所
や
名
店
を
紹
介

し
、
上
市
町
の
デ
ィ
ー
プ

な
魅
力
に
も
触
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
展
開
し
て
き

た
と
こ
ろ
だ
が
、
特
に
今

年
は
、
第
10
回
の
記
念
大

会
と
い
う
こ
と
で
、
市
街

地
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
充
実
す
る
な
ど
、
参
加

者
と
ま
ち
な
か
と
を
繋
ぐ

こ
と
に
、
よ
り
一
層
力
を

入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

提
案
の
、
他
の
観
光
地

な
ど
で
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
調
査
結
果
が

見
え
て
き
た
後
に
、
商
工

会
事
務
局
と
と
も
に
実
施

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

向
調
査
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
商
店
街
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
人
材
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
も
進
め
、
所

有
者
と
出
店
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
指

す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
販
売
促
進
に
関
し
て

は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
「
フ
ァ
ン
づ
く
り
」
事

業
に
お
い
て
取
組
め
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　

体
験
型
を
は
じ
め
と
し

た
新
た
な
返
礼
品
の
開
発

企
画
の
ほ
か
特
産
品
の
販

売
促
進
も
進
め
、
町
内
事

業
者
支
援
と
関
係
人
口
の

拡
大
を
実
現
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
検
討

し
て
い
く
。

　

な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
業
実
施
主
体
と

な
る
受
け
皿
に
つ
い
て

は
、
「
上
市
の
未
来
を
つ

く
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、
現
在
、
本
年
度
の
取

組
を
一
緒
に
推
進
し
て
い

た
だ
い
た
町
内
外
の
民
間

事
業
者
８
名
が
中
心
と
な

り
、
事
業
計
画
の
詳
細
を

協
議
し
て
お
り
、
３
月
下

旬
の
会
社
設
立
を
目
指
し

て
い
る
。

観光客のまちなかへの誘導
KAMIICHIチャレンジプロジェクト

一般質問

観
光
客
の
ま
ち
な
か

回
遊

K
A
M
I
I
C
H
I

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

かみいち町議会広報
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酒 井 桂 之 議員

90 91

今
や
ろ
う
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン

2

避難した際、当面必要となる最小限の品を納めた袋が非常用持ち出し袋です。

非常用持ち出し袋の中身は、それぞれ自分にとって必要な物を考え、準備する

ことが重要です。それらをリュックなどに入れ、玄関の近くや寝室、車の中、

物置などに配置しておけば、家が倒壊しても持ち出すことができます。

懐中電灯
携帯ラジオ
ヘルメット
防災頭巾
軍手

毛布
電池
ライター
ロウソク
水

食品
インスタントラーメン
缶切
ナイフ
衣類

哺乳瓶
現金
救急箱
貯金通帳
印鑑

持ち歩き用非常持ち出し袋

職場用非常持ち出し袋

まとめておきたい大切な物

携帯ラジオ
携帯電話用充電器
ホイッスル
マップ

歩きやすい靴
ライト
寝袋
水筒

家族の写真
貯金通帳
株券

ライト
歯ブラシ
小銭
水筒

ヘルメット
救急セット
簡易トイレ

免許証
健康保険証
お薬手帳

乾電池
携帯トイレ
エマージェンシーセット・
ブランケット

非常食
軍手
レインコート

年金手帳
印鑑

外出時に被災したときのために、常に持ち歩くカバンに最低限必要なアイテム

を入れておきましょう。携帯ラジオの乾電池は外しておきます。

会社で用意する以外の物を独自に備えます。会社に泊まることや、歩いて自

宅まで帰ることを想定したアイテムを考えて準備してください。

紙製の証書や証明書、印鑑などはファスナー付きビニールケースに入れておく

と、防水にもなります。万一のために家族の写真を持ち歩くのもよいでしょう。

非常用持ち出し袋

86 87

今
や
ろ
う
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン

2

食品

水（飲料水、調理用など）
主食（レトルトご飯、麺など）
主菜（缶詰、レトルト食品、冷凍食品）
缶詰（果物、小豆など）
野菜ジュース

加熱せず食べられる物
（かまぼこ、チーズなど）
菓子類（チョコレートなど）
栄養補助食品
調味料（しょうゆ、塩など）

缶詰などは加熱しなくても食べられます。また、野菜ジュースはミネラルや

ビタミン不足を補うことができます。

以下のリストは、最小限備えておくべき物の例示です。備えるべき品目に

ついては、各家庭の抱える環境はさまざまですから、一人ひとりが自分に

合った物を考えて備えましょう。

生活用品

生活用水
持病の薬・常備薬
救急箱
ティッシュペーパー
トイレットペーパー
ウェットティッシュ

生理用品
使い捨てカイロ
ライター
ゴミ袋、大型ポリ袋
簡易トイレ

充電式などのラジオ
携帯電話の予備バッテリー
ラテックス手袋
懐中電灯
乾電池

大型ポリ袋は、給水袋やトイレの袋としても利用可能です。生活スタイルに

合わせて、必要な物を用意します。

最小限備えたいアイテム

被災地の避難生活を経験した方が重宝したという物は以下のアイテムです。

このほか高齢者や乳幼児がいる家庭では、おむつや常備薬など、生活する

上で必要不可欠な物は日頃から多めに備えましょう。病気の方、療養食が

必要な方、アレルギー体質の方についても同様です。

被災地を経験して重要だった物

水
カセットコンロ・ガスボンベ
常備薬

簡易トイレ
懐中電灯
乾電池

充電式などのラジオ
ポリ袋
食品包装用ラップ

11

「東京防災」より抜粋（東京都発行）

議
員　

能
登
半
島
地
震
の

発
生
時
の
対
応
や
被
災
支

援
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

災
害
対
策
本
部
の

設
置
以
降
、
町
内
会
に
対

す
る
被
害
状
況
の
確
認
や

避
難
所
運
営
な
ど
の
業
務

に
尽
力
し
た
。
人
的
被

害
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

が
、家
屋
の
一
部
損
壊
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
月

４
日
か
ら
り
災
証
明
書
の

発
行
申
請
受
付
を
開
始
。

３
月
８
日
時
点
で
発
行
件

数
は
１
１
１
件
と
な
っ
て

い
る
。一
部
損
害
の
あ
っ

た
世
帯
に
対
し
見
舞
金
を

給
付
す
る
。

　

ま
た
、氷
見
市
へ
13
名
、

射
水
市
へ
２
名
の
職
員
を

派
遣
、
避
難
所
の
運
営
補

助
や
り
災
証
明
書
の
発

行
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

の
調
査
等
に
あ
た
っ
た
。

建
設
課
長　

昭
和
56
年
５

月
以
前
に
建
て
た
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
は
富
山
県

が
費
用
の
９
割
を
補
助
す

る
制
度
が
あ
り
、
申
請
者

の
負
担
額
は
２
０
０
０
円

か
ら
４
０
０
０
円
で
診
断

が
受
け
ら
れ
る
。
耐
震
診

断
の
申
し
込
み
や
問
い
合

わ
せ
先
は
富
山
県
建
築
士

事
務
所
協
会
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

建
設
課
の
窓
口
で
も
紹
介

し
て
い
る
。

　

更
に
、か
み
い
ち
総
合

病
院
の
医
師
３
名
と
看
護

師
７
名
を
石
川
県
に
派

遣
、
中
能
登
町
に
住
宅
の

応
急
危
険
度
判
定
業
務
に

建
築
技
師
２
名
を
派
遣
、

３
月
に
入
り
、
町
職
員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、

災
害
ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬

に
参
加
し
た
。

議
員　
「
防
災
の
手
引
き
」

を
全
戸
配
布
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

配
布
の
対
象

者
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
効
果

を
考
え
た
う
え
、
検
討
し

た
い
。

議
員　

災
害
用
物
資
の
保

管
場
所
の
分
散
化
を
検
討

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

役
場
庁
舎
裏

の
防
災
倉
庫
と
上
市
中
央

小
学
校
の
一
角
に
保
管
し

て
い
る
。
多
数
に
分
散
化

す
る
必
要
は
な
い
と
思
う

が
、
水
害
の
発
生
リ
ス
ク

の
高
い
地
域
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員　

妊
産
婦
・
乳
幼
児
·

障
害
者
な
ど
の
避
難
場
所

へ
の
配
慮
は
。

総
務
課
長　

町
内
の
宿
泊

施
設
２
者
と
災
害
時
協
力

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
障
害

者
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

な
ど
避
難
所
で
過
ご
す
こ

と
が
困
難
な
方
を
優
先
に

提
供
を
行
う
。

議
員　

住
民
避
難
訓
練
の

実
施
や
防
災
士
の
養
成
は
。

総
務
課
長　

令
和
５
年
に

柿
沢
・
大
岩
地
区
を
対
象

に
陽
南
小
学
校
を
会
場
に

避
難
訓
練
、
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
の
組
み
立
て
訓
練
を

し
た
。
各
町
内
会
の
訓
練

に
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

50
人
以
上
参
加
す
れ
ば
助

成
金
を
倍
増
す
る
。
防
災

士
の
養
成
は
令
和
５
年
度

か
ら
、
町
推
薦
の
受
講
者

の
費
用
全
て
を
県
と
町
で

負
担
し
て
い
る
の
で
多
く

の
方
に
受
講
い
た
だ
き
た

い
。

議
員　

住
宅
の
耐
震
診
断

の
補
助
は
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

地震対策にどう生かすか
一般質問

地
震
発
生
時
の
対
応

と
被
災
支
援
の
取
り

組
み
は

かみいち町議会広報



酒 井 一 好 議員

A
E
D
を
使
用
す
る

イ
メ
ー
ジ
図

愛
知
県
警
チ
ラ
シ
抜
粋

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
ア
プ
リ
の
画
面
例

愛知県警の
アプリ紹介サイト

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

際
に
は
、
町
民
に
対
し
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
方
法
や

使
い
方
な
ど
を
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

子
ど
も
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
用
が
増

え
、
近
年
自
撮
り
に
関
す

る
被
害
が
増
え
て
い
る
。

産
官
学
連
携
の
も
と
、
Ａ

Ｉ
を
利
用
し
て
被
害
を
防

止
す
る
ア
プ
リ
が
開
発
さ

れ
て
い
る
。
国
連
の
イ
ベ

ン
ト
の
場
で
も
社
会
課
題

議
員　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
時
に

生
じ
る
胸
部
の
露
出
を
隠

す
三
角
巾
を
同
梱
し
て
は

ど
う
か
。

財
務
課
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
三

角
巾
の
同
梱
に
つ
い
て
は

い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
ほ
か
、
安
価
で
購
入

で
き
、
他
の
自
治
体
で
は

す
で
に
同
梱
し
て
い
る
施

設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
に
実

施
し
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

災
害
時
の
支
援
に

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
が
有
効
で
あ
る
。

富
山
県
で
予
算
付
け
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
町
で
も

推
進
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
の
「
耳
で
聴

く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

つ
い
て
は
、
県
の
新
年
度

予
算
案
に
お
い
て
関
連
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

予
算
が
成
立
し
、
県
か
ら

を
解
決
す
る
ア
プ
リ
と
し

て
紹
介
さ
れ
、
優
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
町
で
も

推
奨
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

議
員
照
会
の
ア
プ
リ
「
コ

ド
マ
モ
」
は
、
愛
知
県
の

藤
田
医
科
大
学
が
愛
知
県

警
な
ど
と
連
携
し
て
開
発

し
、
信
頼
性
は
高
い
も
の

と
思
わ
れ
る
が
そ
の
内
容

や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
等
を

確
認
し
、
有
益
性
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
保
護
者
へ
周

知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

 

ほ
か
に

・
液
状
化
地
域
の
実
態

・
耐
震
改
修
促
進

・
花
粉
症
の
原
因
と
な
る

　

ス
ギ
人
工
林
の
取
組
み

　

に
つ
い
て
質
問
し
、
答

　

弁
を
得
た
。

AED使用時の配慮向上
耳で聴くハザードマップ、他

一般質問

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
を

同
梱
し
て
は

子
ど
も
を
ス
マ
ホ
リ

ス
ク
か
ら
守
る

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」ア
プ
リ
使
用

推
進

三角巾で覆う

かみいち町議会広報
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松 谷 英 真 議員

13

上市中央小学校白萩西部小学校陽南小学校

議
員　

町
長
の
決
意
を
伺

う
。

町
長　

少
子
化
が
急
速
に

進
み
、
や
が
て
複
式
学
級

が
２
校
に
な
る
。
誰
か
が

こ
の
問
題
を
提
起
し
、
声

に
出
し
て
町
民
の
皆
様
に

訴
え
な
い
と
不
幸
に
な
る

の
は
子
供
た
ち
で
な
か
ろ

う
か
と
思
っ
た
。
複
式
学

級
と
い
う
子
供
の
教
育
環

境
は
見
過
ご
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
説
明
会
で
は
学

校
区
別
に
「
学
校
の
在
り

方
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し

ょ
う
。
私
は
統
合
や
む

な
し
。
皆
さ
ん
は
ど
う

で
す
か
。」
と
意
見
を
求

め
た
。「
複
式
学
級
は
嫌

で
す
。」
と
い
う
意
見
。

不
登
校
や
い
じ
め
の
不
安

な
ど
の
意
見
も
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
大
半
は
私
の

思
い
に
理
解
を
示
さ
れ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

教
育
審
議
会
を
開
き
意

そ
の
他
の
質
問

富
山
県
東
部
消
防
組
合
へ

の
完
全
移
管
に
つ
い
て

見
を
求
め
た
。
審
議
会
の

検
討
結
果
を
尊
重
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
補
正
予
算
で
は
、
校

舎
建
設
に
向
け
て
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
予

算
を
提
案
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
統
廃
合
の

方
針
説
明
会
を
開
催
し
、

改
め
て
私
の
思
い
と
皆
さ

ん
の
意
見
を
伺
う
。
議
会

で
は
特
別
委
員
会
で
意
見

を
聞
い
て
結
論
を
出
し
た

い
。

議
員　

義
務
教
育
学
校
の

見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

小
学
校
と
中
学

校
が
と
も
に
教
職
員
が
義

務
教
育
９
年
間
の
全
体
像

を
把
握
し
、
系
統
性
、
連

続
性
に
配
慮
し
て
教
育
活

動
に
取
り
組
め
る
。
児

童
・
生
徒
の
実
態
に
応
じ

て
学
習
内
容
の
先
取
り
、

入
れ
替
え
な
ど
の
変
更
を

行
え
、
中
学
校
の
教
員
が

小
学
校
５
、
６
年
生
の
外

国
語
や
理
科
算
数
を
担
当

で
き
、
教
科
担
任
制
が
充

実
す
る
。
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消
と
い
う
課
題
へ
の

対
応
か
ら
、
小
中
一
貫
教

育
は
も
は
や
必
要
不
可
欠

で
あ
り
最
善
で
あ
る
。

議
員　

①
２
小
学
校
の
廃
校
に
つ

　

い
て

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

　

て
③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

　

つ
い
て

④
中
央
小
と
の
事
前
交
流

　

に
つ
い
て

⑤
閉
校
式
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

①
廃
校
手
続
き
を
と
り
普

通
財
産
と
す
る
こ
と
で
施

設
の
有
効
活
用
に
向
け
た

幅
広
い
検
討
が
で
き
る
。

②
通
学
手
段
は
半
径
２
km

圏
内
の
児
童
は
原
則
徒
歩

通
学
で
、
半
径
２
km
を
超

え
る
児
童
は
町
営
バ
ス
路

線
の
活
用
を
ベ
ー
ス
に
対

応
す
る
。

③
中
央
小
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
。

　

ま
た
、
公
民
館
な
ど
で

の
「
放
課
後
子
供
教
室
」

の
よ
う
な
環
境
は
、
統
合

後
も
あ
っ
た
方
が
望
ま
し

い
。

④
統
合
後
も
子
供
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
、

新
年
度
か
ら
は
水
泳
授
業

を
合
同
で
行
い
、
中
央
小

も
両
校
を
訪
れ
る
な
ど
学

校
間
交
流
を
工
夫
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

⑤
閉
校
式
は
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
。
記
念
行
事

は
子
供
や
地
域
の
意
見
を

踏
ま
え
内
容
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
。

　

統
合
ま
で
あ
と
２
年
の

中
、
準
備
や
周
知
の
期
間

を
設
け
れ
る
よ
う
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
も
っ
て
検

討
を
進
め
る
。

小学校の統廃合
「７年後、義務教育学校に統合」

一般質問

小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

義
務
教
育
学
校
の

開
設
に
つ
い
て

白
萩
西
部
・
陽
南
小
学

校
の
統
合
に
つ
い
て

かみいち町議会広報
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電力利用ポテンシャル（TJ）

エネルギー消費量予測（TJ）

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
暮
ら
す

町
」
を
目
指
し
た
小
水
力

発
電
の
取
り
組
み
を
行
え

な
い
か
。

町
民
課
長  

小
水
力
発
電

の
実
現
の
た
め
に
は
、
発

議
員  

２
０
５
０
年
ま
で

に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
の

実
現
に
向
け
、
早
期
の
取

組
み
は
。

町
民
課
長  

太
陽
光
や
小

水
力
な
ど
、
様
々
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
や
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
将
来

推
計
な
ど
の
分
析
を
行
っ

た
。
調
査
結
果
で
は
、
太

陽
光
発
電
に
次
い
で
小
水

力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
い
も
の
と
分
析
し

た
。

  

令
和
６
年
度
に
は
公
共

施
設
等
へ
の
太
陽
光
発
電

導
入
可
能
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
２
０
５
０
年
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
の
た

め
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
最
大
限
の
導
入
を
進

め
て
い
く
。

議
員  

早
月
川
上
流
域
は

年
間
を
通
し
て
豊
富
な
水

量
が
あ
り
、
水
力
発
電
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。

そ
れ
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
て
い
る
。

２
０
５
０
年
に
は
「
自
分

た
ち
で
作
っ
た
ク
リ
ー
ン

電
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
民
間
の
開
発
事
業
者

が
主
体
と
な
る
べ
き
で
あ

り
、
事
業
者
が
地
元
の

方
々
と
の
合
意
を
形
成
し

た
段
階
に
な
れ
ば
、
水
力

松 本 　 寛 議員

再生可能エネルギー
一般質問

上
市
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
戦
略

関
係
の
手
続
き
な
ど
、
町

と
し
て
で
き
る
限
り
協
力

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

かみいち町議会広報
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追跡レポート追跡レポート その後実った議会での提案・要望

その後その後

その後その後

　ヤングケアラーがいる家庭にヘルパー
を無償で派遣し、ケアラーの負担を軽減
する。

ヤングケアラーの実態と調査、
子どもや周囲の人が相談できる窓口を

町内会は高齢化により様々な課題を抱えている。
町内会をサポートするようなアプリを

令和４年６月定例会一般質問

令和５年12月定例会一般質問

新規
その後その後

　２回接種が必要な不活化ワクチンの助
成金額を 10,000円×２回へ増額。
　詳細は、予算特別委員会報告の頁（Ｐ４）
を参照下さい。

帯状疱疹ワクチン接種の助成拡充を

令和５年12月定例会一般質問

拡充

新規

【相談窓口】
　福祉課「こども家庭センター」

町内会運営・電子回覧板アプリ導入にかかる初期費用を町内会に助成する。

かみいち町議会広報
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連絡先　上市町議会
〒930―0393 富山県中新川郡上市町法音寺１　☎076―472―2550　FAX076―472―1115　ホームページhttp://www.town.kamiichi.toyama.jp/

大永田
　

　

谷口紀子さん
若　杉

藤井槇男さん

議会傍聴しませんか。
日程は、町広報とホームページで確認願います。

　
自
然
豊
か
な
上
市
町
に
住
ん
で
10
年
。
夫
と
二
人
の
息

子
、
近
く
に
義
父
母
が
お
り
、
あ
り
が
た
い
環
境
で
子
育
て

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
な

か
、
シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
が
健
康
を
維
持
し
よ
う
と
積
極
的

に
行
動
さ
れ
る
姿
に
、
こ
ち
ら
が
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
生
涯
学
習
を
中
心
と
し
、
子
供
か
ら
経
験
豊
富

な
年
配
の
方
々
ま
で
幅
広
く
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

地
域
交
流
の
場
、
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
よ
り
、

健
康
と
幸
福
を
促
進
し
、
社
会
の
持
続
可
能
性
が
高
ま
る
こ

と
に
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
支
援
と
し
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
科
学
、

技
術
、
工
学
、
芸
術
、
数
学
を
統
合
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
推
進
し
、
生
徒
の
創
造
性
、
問
題
解
決
能
力
を
育

成
。
障
害
や
異
な
る
文
化
、
言
語
を
持
つ
児
童
生
徒
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
、
全
て
の
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
を
整
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　「
子
育
て
す
る
な
ら
、
上
市
！
」
と
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
、
安
心
、
安
全
な
施
設
、
教
育
の
場
、
魅
力
あ
る
町
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
は
、

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
際

し
て
、
町
民
の
皆
様
が
読

み
や
す
い
よ
う
に
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
を
、
日
々

考
え
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
文
字
数
を
合

わ
せ
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
増
や
す
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
伝
え
た
い
こ
と
が

多
く
、
一
般
質
問
や
答
弁

の
原
稿
の
文
章
を
ま
と
め

る
作
業
は
な
か
な
か
難
し

い
の
で
す
。

　
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
新
し
い
こ
と
に
も

挑
戦
し
、
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
広
報
委
員

一
同
、
今
年
度
も
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

　
春
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

た
く
さ
ん
の
草
花
が
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

山
菜
採
り
に
、
竹
の
子
掘

り
も
楽
し
み
で
す
。
　

　
　
　
　
　（
椎
名
寛
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
酒
井
　
一
好

副
委
員
長
　
當
波
　
紀
子

委
　
　
員
　
廣
田
　
　
透

　
　
　
　
　
椎
名
　
寛
子

　
　
　
　
　
廣
田
　
泰
三

　
　
　
　
　
松
本
　
　
寛

　
　
　
　
　
寺
西
　
庄
司

編
集
後
記

編
集
後
記

　
町
民
の
声
コ
ー
ナ
ー

に
、
ひ
と
言
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
各
議
員
ま

た
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
議
録
の
閲
覧

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本

会
議
の
会
議
録
の
検
索
や
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
（
定
例
会

終
了
後
約
２
カ
月
後
に
更
新

さ
れ
ま
す
。
）

　
議
会
会
議
録
検
索

http://w
w
w
.to
w
n.kam

iic
hi.to

yam
a.dbsr.jp/

「
声
」
の
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町民の声　紹介

　
上
市
町
か
ら
委
嘱
を
い
た
だ
い
て
、
交
通
指
導
員
を
約
26

年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。し
か
し
今
回
、
一
線
を
退
き
後
進
に

道
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
町
内
の
方
々
と
協
力
し
て
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
を
行
っ
て
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
事
で
す
。小
学
校
の
交
通
安
全

教
室
で
子
供
た
ち
に
自
転
車
の
安
全
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
上
市
町
で
は
令
和
５
年
12
月
に
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千

日
間
達
成
で
表
彰
を
受
け
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。私
た
ち

の
、
地
道
な
取
り
組
み
が
、
今
回
の
表
彰
に
寄
与
し
て
い
る
と

思
う
と
、光
栄
で
あ
り
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
議
会
に
対
し
て
、
交
通
安
全
意
識
の
徹
底
を
共
感
し
て
頂

き
、
町
民
一
体
と
な
っ
た
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
運

動
」
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
、
期
待
し
ま
す
。
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